
まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

発達障害者サポート事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

各種相談受付件数

研修等開催回数

件

回

障害児通所サービス受給者数 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　発達障がい者についてはこれまで、乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の整備を図って
きたが、人材育成の観点から、発達障害者サポーター養成講座、ペアレントトレーニング等を加え、事業拡充を図っています。
【事業】・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　　　　・サポート委員会の運営　・個別支援計画の作成
　　　　・発達障がいの理解のための啓発活動及び研修等の実施

社会福祉法人に委託して実施

　発達障がい児者

　乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の整備をさらに図る。

　　　　・発達障害者サポーター養成講座の実施

発達障がい児の早期発見、早期支援に伴い、
障害児通所サービス受給者数が見込みを上回
った。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30 　６，４５６千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営

％112.9

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

8,759 8,026 7,973 7,973

6,456 6,456 6,456 6,456

2,303 1,570 1,517 1,517

Ａ 継続

　相談業務や発達障がい児者サポーター養成講座の開講に加え、ペアレントメンターやペアレントトレーニングを実施した結果、発達障がい
児の早期発見に繋がり、障害児通所サービス受給者数が増加するなどの効果があった。

発達障がい児者の早期発見、早期支援のため、今後も事業を継続する。

650 660 670 670

745662

553 393 650 650

4455

　　　　・ペアレントトレーニング、ペアレントメンターの実施



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

補装具費・日常生活用具支給等事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

補装具支給申請受付人数 人

補装具給付件数 件

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がい者（児）の自立した生活や社会参加を促進するため、障がいにより失われた身体部位や損なわれた身体機能を代償・補
完するための補装具を支給します。

　補装具支給費

　日常生活用具及び補装具を必要とする身体障がい者（児）

　失われた身体部位、損なわれた身体機能を代償、補完、及び日常生活の利便性の向上する。

目標値を概ね上回った。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30 　居住サポート
　日常生活用具
　訪問入浴サービス

％105.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

87,768 191,951 189,166 188,166

83,929 188,025 185,372 184,372

3,839 3,926 3,794 3,794

Ａ 継続

国内統一の制度であり、市独自で改革を行う裁量は少ない。

　改革案なし

1,000 1,000 1,000 1,041

1,0501,022

1,045 1,000 1,041



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0
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800

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害者相談支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

障害者相談支援事業所開所日数 日

障害者相談件数 件

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がい者及びその家族等の不安を解消し、生活の利便を図るため、福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関して相談員
が相談に乗り、その解決に向けて支援を行う相談支援体制を整備します。
・障害者相談員設置事業
・障害者相談支援事業
・相談支援・充実強化事業

　障害者相談員の設置

　生活の支援を必要とする身体障害者、知的障害者、精神障害者及びこれらの家族で、市内に住所を有する者。

　福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関して相談員が相談に乗り、その解決に向けて支援することにより
障がい者及びその家族等の不安解消、生活の利便を図る。

目標値を概ね上回った。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30 　障害者相談支援事業の委託（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
　高松圏域自立支援協議会への委託

％90.9

点31

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

98,900 99,157 98,714 98,714

90,455 90,521 90,368 90,368

8,445 8,636 8,346 8,346

Ａ 継続

相談支援の分野に基幹相談支援センターが加わることが大きな追い風となるが、今後は役割分担を明確にしていく必要がある。

　改革案なし

700 700 700 700

636624

3,130 3,000 3,000



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害者権利擁護事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～20

①ソフト事業（法律による実施義務有）

成年後見市長申立件数 件

成年後見人申立決定人数 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　判断応力が不十分な障がい者等の権利擁護を推進するため、法定後見制度である市長による後見等開始審判請求が妥当である
ものについて家庭裁判所に審判請求を行うとともに、必要な費用を負担し、決定された後見人等が行った援助活動等に対しての
報酬支払いができない者の後見人等に助成を行います。
　また、障がい者の権利擁護のため、障がい者虐待の防止や養護者に対する支援等を行います。
・成年後見制度利用支援

　成年後見人制度利用事業費

　市内在住の障がい者等で判断能力が不十分な方

　市内在住の障がい者等で、判断能力が不十分な人について、権利擁護を推進するため、成年後見人制度の利用促
進を図る。

・障がい者虐待防止対策

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 　障害者虐待防止対策事業費
　障害者差別解消推進事業費

％50.0

点17

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

2,197 11,601 11,693 12,643

1,429 3,750 4,106 5,056

768 7,851 7,587 7,587

Ｃ 継続

　施設や相談事業所からの問い合わせが増加している。

　更に制度の周知啓発に努めるほか、後見人報酬助成対象の拡大など制度の改善を検討する。

10 10 10 12

54

4 5 10 12



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

20000

40000

60000

80000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害者手帳交付事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～20

身体障害者手帳交付件数 件

サービス提供による決算額 千円

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障害福祉サービス等を提供することにより、自立支援を図るため、障がいのある方からの手帳交付申請に基づき、適正な障害
認定を行い、障害者手帳の交付を行います。
　身体的、地理的条件等により通院することができない在宅の重度の身体障がいを有する市民に対し、身体障害者手帳交付申請
時に必要な審査を行うため、医師の派遣を行います。

　障がい者からの手帳交付申請に基づき、適正な障害認定を行い、障害者手帳の交付を行ったことにより、障がい者の福祉が増

　住民票が高松市内にあり、身体や精神に障がいがある方

　身体や精神に障がいを持つ市民に対し、障害者手帳を発行することによって障がい者福祉の向上を図る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 進した。

％188.5

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

113,651 50,888 74,846 41,717

78,337 43,037 59,672 26,543

35,314 7,851 15,174 15,174

Ａ 継続

　改革案なし

32,912 31,558 26,093 9,000,000

59,48843,037

2,447 2,191 2,607 4,820



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1000

2000

3000

4000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

福祉用品助成等事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

紙おむつ支給申請受付件数 件数

紙おむつ支給件数 件

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　本人及び同居する家族を援助し、その精神的・経済的負担等の軽減を図るため、重度の障がい者（児）及び高齢者等に対し、
福祉用品の助成を行います。
・紙おむつ給付事業
・車いす貸与事業
・福祉電話貸与事業

　紙おむつの給付

　紙おむつ、福祉電話、ファクシミリ、車いす、住宅改造を必要とする障がい者（児）。

　本人及び同居する家族の精神的及び経済的負担等の軽減を図る。

・住宅改造助成事業

目標値を概ね上回った。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30 　福祉電話等貸与
　住宅改造の助成

％120.8

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

43,610 43,962 42,761 42,761

34,398 34,541 33,657 33,657

9,212 9,421 9,104 9,104

Ａ 縮小

　他課では福祉電話の新規対象者の受付を行わないなど、時代の変化に合わせたサービスのあり方を検討する必要が出てきている。

　新規の対象者を受け付けない。

3,000 3,000 3,000 3,000

3,6243,136

72 100 100



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

50

100

150

200

250

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害者医療費助成事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

助成件数 件

受診率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がい者の医療費に係る経済的な負担を軽減し、障がい者の保健の向上や福祉の増進を図るため、障がい者の医療費（保険診
療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））の全部又は一部を助成します。

　障がい者を対象に医療費（保険診療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））

　高松市に住所があり、身体障害者手帳（１～４級）・療育手帳・戦傷病者手帳（特別～第７項症）のいずれかの
手帳を所持し、健康保険証に記載され、生活保護を受けていない人（年齢制限・所得制限あり）。

　障がい者の医療費に係る経済的な負担の軽減を図る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 の全部又は一部を助成したことにより、障がい者の医療費に係る経済的な負担が軽減し、障がい者の保健の向上に寄与するとと
ともに、福祉の増進を図る。

％101.5

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

1,743,251 1,694,853 1,688,444 1,718,850

1,726,362 1,671,300 1,665,683 1,696,089

16,889 23,553 22,761 22,761

Ａ 継続

　障がい者の医療費が高額となるため、医療費に係る経済的な軽減を図る。

　改革案なし

231.82 229.62 229.38 229.38

233.11227.14

336,438 331,055 331,055



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0
50
100
150
200
250
300

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害児放課後支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

放課後児童会開設場所 数

放課後支援事業利用日数 日

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がい児の健全な育成を図るため、養護学校に通う児童のうち、放課後帰宅しても就労等により保護者の監護を受けられない
児童に対して、放課後児童会を開設し、監護及び遊びの場を提供します。

放課後児童会の開設（２箇所）

　養護学校に通う児童

　帰宅しても保護者の就労等のため、その監護を受けられない障害児に対して、適切な遊び及び生活の場を提供す
る。

目標値に達している。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30

％100.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

18,512 18,917 19,263 19,263

17,744 18,132 18,504 18,504

768 785 759 759

Ａ 継続

　児童会利用者の監護をすることで健全な育成を図るとともに保護者の負担を軽減できている

　改革案なし

283 283 283 283

283283

2 2 2 2



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0
50
100
150
200
250
300

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

200

400

600

800

1000

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障害者福祉施設等整備事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

共同生活援助事業所等の補助金交付件数 件

共同生活援助事業所の定員数 人

就労継続支援Ｂ型の定員数 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障害者自立支援法の施行に伴い、障害者の地域移行支援の核となるグループホームで暮らす「住まいの場」の整備等を実施す
る。

　共同生活介護事業所の整備（なし）、防犯整備事業（４件）、利子補給等

　障害者福祉施設等を整備する事業者

　障害者福祉施設を整備することにより、障害者福祉施設の利用促進を図る。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30

％124.4

％117.3

点35

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

51,928 3,956 20,991 13,839

40,412 3,956 13,404 6,252

11,516 7,587 7,587

Ａ 継続

　受給者証所持者数やたかまつ障がい者プラン等を基に、施設整備補助の必要件数を精査する必要がある。

　改革案なし。

204 209 251 270

260260

847

675 722

847

701 850

0 0 0 1



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

2

4

6

8

10

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障がい者就労支援促進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

一般重点 ⑤内部管理事務

「障がい者就労の場」店舗数 店舗

雇用契約をした障がい者数 人

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がいのある方の就労促進と社会的、経済的な自立促進を図るため、中央商店街の空き店舗で障がい者を雇用し、事業を行う
事業者等への支援を始め、知的障がい者・精神障がい者等の一般就労へ向けた支援を行います。

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業者等への支援（継続店舗１、新規１）

　一般就労を目指す障がい者

　一般就労を目指す障がい者の雇用を促進する。

平成２９年度は、新たな事業者の参入が無く
、目標に届かなかった。

平成 年度35

H30

H30

H30

年度30 　
障がい者の雇用（知的・精神障がい者１名）
　
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓練参加事業所５）

％55.6

点19

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

23,139 21,176 20,190 22,910

19,300 13,325 12,603 15,323

3,839 7,851 7,587 7,587

Ｃ 継続

障がいのある方の就労促進と社会的、経済的な自立促進を図る。

障がいのある方の就労促進と社会的、経済的な自立促進を図るため、中央商店街の空き店舗で障がい者を雇用し、事業を行う事業者等への支
援を始め、更に知的障がい者・精神障がい者等の一般就労へ向けた支援を行って行く。

9 9 9 9
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0
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40
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

障がい者の自立支援と社会参加の促進

障がい者の自立支援の促進

障がい者地域生活支援拠点等整備事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

市

平成 年度～28

特別重点 ③インフラ・施設等整備

地域生活支援拠点整備進捗率 ％

サービス提供体制構築率 ％

平成 年度（ 年度決算分）30 29

H27 H28 H29 H30

H27 H28 H29 H30

H30H29H28H27

　障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、障がい福祉サービス事
業所等と連携ネットワークを構築するなど、居住支援のための機能（相談、体験の機会・場、緊急時の受入れ・対応、専門性、
地域の体制づくり）を強化し、様々な支援を切れ目なく提供できるサービス提供体制を整備します。

基幹相談支援センター委託料

　市内

　地域生活への移行のための、様々な支援を切れ目なく提供できるサービス提供体制を整備する。

地域生活支援拠点として整備する施設のサー
ビス提供体制を整備するために、同施設に勤
務する職員などへ研修計画を作成し、Ｈ２９
年度中に研修を実施する。

サービス提供体制を整備し、平成３０年度か
ら事業を開始している。

平成 年度29

H30

H30

H30

年度30 基幹相談支援センター地域拠点運営委託料
基幹相談支援センターネットワーク整備委託料
緊急時一時保護のための居室確保
建物維持管理経費一部負担金

％100.0

点35

平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（予算）30

7,851 265,568 132,666

250,394 117,492

7,851 15,174 15,174

Ａ 拡充

平成３０年度からの事業開始のため、必要な整備事業を実施した。

障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、障がい福祉サービス事業所と連携ネッ
トワークを構築するなど、居住支援のための機能を強化し、様々なサービスを切れ目なく提供できるサービス提供体制を整備していく。
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